
令和８年度山形県ＰＴＡ親子読書推進事業 
                           

１ 山形県ＰＴＡ親子読書推進事業の趣旨 

親子読書を通して親子のコミュニケーションを活発にし、子供も親も共に心が豊かになり、親

子の絆が一層深まることを目的にこの運動を推進します。山形県ＰＴＡ連合会としてこの事業を

継続することで、家庭に読書文化の礎を築き、子供たちが生涯にわたって読書を愛することにつ

ながることを願うものです。 

 

２ 親子読書推進方法 

 （１）全体計画や推進計画を理事会で審議し、提案する。推進案は理事会又は総会で審議し、実施

する。（必要に応じて適宜、有識者や関係機関の指導を仰ぐ） 

 

（２） 親子読書を推進するにあたって 

①保護者・学校・地域（行政）の役割分担を明確にし、連携を強化します。 

②家庭での読書活動の重要性や具体的な取り組み例などを紹介しながら、この活動の理解と推

進に努めます。（県 P 会報・「親子読書だより」に掲載 等） 

③何を、どのように取り組むか、息の長い長期を展望した計画にします。 

（令和８年度は、1７年目の取組になる。） 

④先進地区（学校）の取り組みを紹介したり、情報交換したりしながら、地域ごとに特色ある

推進の方法を考え実践します。（親学として研修する等） 

⑤ＰＴＡは、学校図書館を支える活動を活発にします。 

 

（３）今年度の取り組み（Ｒ８年度） 

①先進ＰＴＡの実践事例の紹介（会報「やまがた」、「親子読書だより」へ掲載） 

②「親子読書」を話題にした研修を奨励（ＰＴＡ研修大会・教育懇談会 等）  

③毎月第３日曜日を「親子読書の日」に設定（「家庭の日」）         

④親子読書キャッチコピー                        

親子で読書、深める絆 ～本を読む子は かならず伸びる～ 

⑤募集「親子で読み合いたい一冊」（期間：7 月 1 日～9 月 30 日） 

⑥抽選で応募者４０名（児童生徒 30・保護者 10）に図書カードを贈呈 

⑦県内各企業・書店に親子読書のすすめのポスター掲示とチラシ配布  


